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残土処分地一覧表に掲載する判断基準(案)の補足説明

　　残土処分地の現地調査及び審査要領のうち、残土処分地一覧表に掲載する

　判断基準(案)について補足説明を作成しましたので、今後の審査にあたって

　は、留意いただきますようお願いします。
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残土処分地一覧表に掲載する判断基準(案)
〔補足説明〕

　第１項②と③のケースにおいて、第２項に記載の許可を得ていない場合の盛
土高は第３項の範囲内とすることとしているが、これは、当判断基準において
は盛土構造の審査は行わないため、道路土工指針（のり面工・斜面安定工指針）
の「安定の検討を必要としない盛土（つまり、植生工等の侵食対策のみで安定
する盛土）」における経験的な標準値(表 3-4)をもとに定めている。

　したがって、諸法の許可を得ていない場合の「盛土高の範囲内」の判断にあ
たっては、以下の事項に留意するものとする。

(１)盛土高は、法尻と法肩の高低差で１５ｍ以内とする。
　　また、既設盛土上部への追加盛土については、既設盛土の法尻からの盛土
　　高により判断する。ただし、既設盛土が安定している場合において、既設
　　盛土の法肩と追加盛土の法尻の間に１５ｍ以上の平場(大段)を設ける場合
　　はこの限りではない。

(２)法勾配は、１：１．５より緩い勾配とし、盛土高が５ｍを上回る場合は、
　　１：１．８以上の緩勾配とする。
　　なお、擁壁、法枠、アンカー、杭等の別途安定計算が必要な構造物を用い
　　て、これより急勾配とする事は不可とするとともに、これらの構造物を用
　　いないと規定の勾配を満足できない場合も不可とする。
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